
（平成27年6月作成）

事務事業シート（実施計画事前基礎シート）

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

1

4

2

1

(1)

(2)

５．今後の方向性（担当室による内部評価）

（中事業名）※予算書事業名

人
工
数

②概算人件費 2,550,779千円

臨時職員等

職員

100,000

・病床数：一般200
床
・計画（年間延患
者数　入院62,220
人　外来87,966
人、一日平均患者
数：入院170人、外
来362人）

・病床数：一般200
床
・計画（年間延患
者数　入院62,220
人　外来87,966
人、一日平均患者
数：入院170人、外
来362人）

・病床数：一般200
床
・計画（年間延患者
数　入院62,220人
外来87,966人、一
日平均患者数：入
院170人、外来362
人）

3,122,148千円

2,171,998 2,171,998 2,171,998 2,171,998

5,672,927千円

(0千円) 2,507,929千円 2,550,779千円

5,672,927千円(0千円) 5,677,211千円 5,672,927千円 5,672,927千円①+②総事業費

2,550,779千円 2,550,779千円

内
訳

(

千
円

)

国･県支出金

その他（　　　）

100,000地方債

一般財源 (0)

2,115,972

850,150953,310 850,150 850,150 850,150

100,000100,000 100,000

担当室名 室長名

3,169,282千円 3,122,148千円 3,122,148千円 3,122,148千円

主な事業の
実績・計画

・病床数：一般200床
・実績
年間延患者数　入院56,096人
外来83,054人、一日平均患者
数：入院153人、外来340人）

・病床数：一般200床
・計画
（年間延患者数　入院62,220
人　外来87,966人、一日平均
患者数：入院170人、外来362
人）

H.27年度(作成時予算額)H.26年度（決算見込）

①直接事業費

（小事業名）

H.30年度(計画予算)H.29年度(計画予算)H.28年度(計画予算)

(H.27)No.

市立病院（病院事業会計）

総
合
計
画

政 策 互いに認めあい支えあう、健康で安心できる暮らし

基本政策 健康長寿のまちづくり

施 策

7013-1

市立病院事務局 経営総務室 村上　勝吾

事務事業名

担当部局名

7013-1 (H.26)No.

事業コード 070131会計区分

病院事業会計

地域医療

小 施 策

事業目的（めざす効果）

  基本理念である「市民のみなさまに親しまれ信頼され
る病院を目指します」を常に念頭に置いて市民の命と健
康を守ります。

事業内容

H.30年度(事業計画)

  良質で高度な二次医療の提供と救急医療に重点を置
き、地域の中核病院として機能を果たすため、地域医療
支援病院の承認や災害拠点病院の指定を受け、在宅
医療救急システムの運用や24時間365日の小児二次救
急を実施しています。

H.28年度(事業計画) H.29年度(事業計画)

地域医療体制の充実

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

重点施策コード 1-3.市立病院の充実と経営の健全化

H.26年度（事業量・取組実績） H.27年度（事業量・取組計画）

６．事務事業の取組に関係する主な市の計画具体的な見直し内容・検討内容、継続の理由

該当しない

地域医療支援病院の役割である救急医療提供や地域医療体制の向上、災害拠点病院の機
能確保を図りながら、経営基盤の強化に取り組みます。

地域づくり組織、市民活動団体等との連携･協働は図れないか

４．担当室による事務事業の点検 （*点検等による成果向上や見直しが困難な事業(法令等による義務的経費、災害復旧等緊急事業など)は点検対象外）

 【選択肢】
　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合検討、休止検討、廃止検討、事業完了（予定含む）

継続（改善）

地域医療支援病院や災害拠点病院としての取組や24時間365日の小
児二次救急医療の提供を行うとともに、平成26年度からDPC対象病院
として認可されたので、医療の標準化や後発医薬品への切り替え等
効率的な運営に努めました。

点検項目 内容（施策達成への貢献内容、連携･協働の実践･検討内容）

救急医療及び地域医療の充実に貢献している。
事業内容や取組成果は、総合計画の施策達成に貢献しているか

Ａ（２つ以上の施策指標達成に貢献又は基本方針達成に特に貢献）

医師確保並びに医療機器の更新、導入による医療体制の充実と良質
な医療サービスの提供に努めるとともに、収益確保の取組や医療材
料の見直しによる経費の削減等を進めて経営基盤の強化を図りま
す。また県が策定する地域医療構想を動向を見ながら新病院改革プ
ランの策定を進めます。

考察（H.26年度の取組評価、課題） 今後の対応方針（課題解決への取組、工夫・改善の内容）


